
● あなたのプロフィールについてお聞かせください。

１．男性 ２．女性

１．２０代 ２．３０代 ３．４０代 ４．５０代 ５．６０代以上

現在の職種での勤続年数 １．０～３年 ２．４～６年 ３．７～９年 ４．１０年以上

（複数選択可）

● 医療と介護の連携についてご意見をお聞かせ下さい。

１．必要である ２．必要ではない
問２・問３へ 問４へ

１．医療機関・施設へ入院・退所する場面　　　２．医療機関・施設を退院・退所後、在宅での生活に戻る場面

３．本人の状態(病状や生活環境）に変化が生じている場面 ４．その他

医療と介護の連携が必要と思われるケースでは、実際に連携が図れていますか。

２．  いいえ　　　　※どのような理由で連携が図れない、図りづらいと思われますか。

裏面へ
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歯科衛生士

介護支援専門員

歯科医師

社会福祉主事

はり師社会福祉士
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医療と介護の連携に関するアンケート

団体名：宮崎市通所介護事業所連絡協議会

17 18 19助産師
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目的：超高齢社会を迎え、高齢者が医療や介護を受ける期間が長期化するなか、住み慣れた地域で安心
した生活が継続できるように、医療と介護の連携が求められています。そのことから、医療と介護の連
携における、現状や課題を把握するため、皆さまのご意見をいただきたいと考えております。ご意見に
近いものに○印をお願いいたします。

医療と介護の連携は必要だと思いますか。
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栄養士

臨床心理士
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きゅう師
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視能訓練士

あん摩ﾏｯｻｰｼﾞ指圧師
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医師

准看護師

義肢装具士11

8 9

保健師

性別

年代
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資格
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理学療法士

介護福祉士 言語聴覚士

薬剤師

作業療法士

看護師

14

柔道整復師

ホームヘルパー      その他(                                         )

どのような場面で連携の必要性を感じましたか。　（複数回答可）

27 福祉用具専門相談員

精神保健福祉士
医療ソーシャル

ワーカー
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問３ 問１で『１．必要である』と回答された方にお聞きします。

問１で『１．必要である』と回答された方にお聞きします。

問１

問２

返信先FAX：５０-６８１２
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１．  はい　　　　　※うまく連携が図れた事例がございましたらご記入ください。

福祉住環境
コーディネーター



　　
１．医療と介護では役割が違うため ２．業務上、異なる分野の職種と関わることがないため

３．連携を図らなくても、業務に支障がないため ４．連携を図るための関係構築の場がないため

５．連携に使う時間がないため

６．その他

１．ある ２．ない

１) どのような職種・団体の方と連携を取っていますか。

２）どのような活動をしていますか。また、その研修会名等をご記入ください。 （複数回答可）

a)  勉強会やケース会議を開催している b)  勉強会やケース会議に参加している

　　 c)  交流会や情報交換会などを開催している d)  交流会や情報交換会などに参加している

e)  その他

医療と介護の連携を図っていくにはどのようなことが必要だと思いますか。（複数回答可）

１．各分野(医療制度、介護保険制度、福祉制度)の役割や業務内容を理解するための勉強会を開催する。

２．顔の見える関係づくりのための交流会を開催する。

３．情報を共有するための伝達方法を確立する。

４．連携する中で、問題が生じた事例などを相談する事例検討会を開催する。

５．入退院時・入退所時の連携マニュアルを作成する。

６．医療と介護が連携して支援した事例集を作成する。

７．その他

問７ その他、医療と介護の連携につきまして、ご意見や提言等がございましたらご記入ください。

問５ 今現在、他職種との連携づくりのために行っている活動はありますか。

問６

問４ 問１で『２．必要ではない』と回答された方にお聞きします。
連携が必要ではないと感じる理由をお聞かせください。　（複数回答可）

ご協力ありがとうございました。






